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《評釈・解説》
新 正幸「民事事件の非訟的処理と公開裁判の保障──いわゆる強制調停の違憲
性──」憲法の基本判例〔別冊法学教室〕137頁〈1985年12月〉
新 正幸「民事事件の非訟的処理と公開裁判の保障いわゆる強制調停の違憲性──」憲
法の基本判例〔法学教室増刊 第二版〕152頁〈1996年4月〉
蟻川恒正「実体法と手続法の間─空知太神社訴訟最高裁判決を素材として」法律時報82
巻11号85頁〈2010年10月〉
江藤价泰「純然たる訴訟事件につきなされた強制調停」憲法判例百選〔臨時増刊号〕
139頁〈1963年6月〉
斎藤秀夫「純然たる訴訟事件につきなされた調停に代わる裁判の効力」民商法雑誌44巻
2号96頁〈1961年5月〉
佐々木吉男「裁判を受ける権利──民事紛争の非訟的処理と憲法三二条，八二条との関
係──」憲法の判例〔ジュリスト増刊号〕114頁〈1966年11月〉
佐々木吉男「裁判を受ける権利──民事紛争の非訟的処理と憲法三二条，八二条との関
係──」憲法の判例 第二版〔ジュリスト増刊号〕136頁〈1971年5月〉
佐々木吉男「裁判を受ける権利──民事紛争の非訟的処理と憲法三二条，八二条との関
係──」憲法の判例 第三版〔ジュリスト増刊号〕148頁〈1977年10月〉
新堂幸司「強制調停を違憲とする決定について」ジュリスト209号44頁〈1960年9月〉
住吉 博「純然たる訴訟事件につきなされた強制調停と公開裁判の原則」憲法判例百選
Ⅱ〔別冊ジュリスト69〕208頁〈1980年5月〉
住吉 博「純然たる訴訟事件につきなされた強制調停」憲法判例百選（新版）〔別冊ジ
ュリスト21〕132頁〈1968年12月〉
住吉 博「純然たる訴訟事件につきなされた強制調停」憲法判例百選（第三版）〔別冊
ジュリスト44〕168頁〈1974年6月〉
住吉 博「純然たる訴訟事件につきなされた強制調停と公開裁判の原則」憲法判例百選
〔2〕（第2版）〔別冊ジュリスト96〕264頁〈1988年2月〉
住吉 博「純然たる訴訟事件につきなされた強制調停と公開裁判の原則」憲法判例百選
Ⅱ［第三版］〔別冊ジュリスト131〕268頁〈1994年10月〉
住吉 博「純然たる訴訟事件につきなされた強制調停と公開裁判の原則」憲法判例百選
Ⅱ［第四版］〔別冊ジュリスト155〕280頁〈2000年10月〉
染野義信「強制調停の違憲性」日本法学26巻3号107頁〈1960年10月〉
田中和夫「裁判を受ける権利」時の法令364号20頁〈1960年9月〉
谷口安平「純然たる訴訟事件につきなされた調停に代る裁判の効力」法学論叢68巻1号
120頁〈1960年10月〉
千種達夫「裁判所において裁判を受ける権利」判例時報233号4頁〈1960年9月〉
富樫貞夫「いわゆる強制調停の違憲性」熊本法学2号108頁〈1964年11月〉
218 専修法学論集 第122号
中村宗雄「純然たる訴訟事件につきなされた調停に代わる裁判の効力」判例評論30号6
頁〈1960年9月〉
S・H・E「いわゆる強制調停は性質上の訴訟事件については違憲」時の法令364号40頁
〈1960年9月〉
長谷部茂吉「いわゆる強制調停は憲法に違反するか」法律のひろば13巻10号8頁〈1960
年10月〉
三淵乾太郎「純然たる訴訟事件につきなされた調停に代わる裁判の効力」法曹時報12巻
9号74頁〈1960年9月〉，最高裁判所判例解説民事篇昭和35年度号253頁集録〈1966
年4月〉
宮井清暢「純然たる訴訟事件につきなされた強制調停と公開裁判の原則」憲法判例百選
Ⅱ［第5版］〔別冊ジュリスト187〕284頁〈2007年3月〉
宮井清暢「純然たる訴訟事件につきなされた強制調停と公開裁判の原則」憲法判例百選
⃝Ⅱ［第6版］〔別冊ジュリスト218〕278頁〈2013年12月〉
《体系書》
伊藤 眞・民事訴訟法［第4版補訂版］（有斐閣）4頁，10頁〈2014年7月〉
上野泰男＝松本博之・民事訴訟法 ［第7版］（弘文堂）13頁〈2012年11月〉
梅本吉彦・民事訴訟法 第四版（信山社）306頁，523頁〈2009年4月〉
川嶋四郎・民事訴訟法（日本評論社）18頁，137頁〈2013年4月〉
小島武司・民事訴訟法（有斐閣）3頁，19頁〈2013年3月〉
新堂幸司・新民事訴訟法 第五版（弘文堂）27頁，28頁〈2011年8月〉
三ヶ月章・民事訴訟法 第三版（弘文堂）19頁〈1985年10月〉
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